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　2020年度は新型コロナの影響でこれまでの生活が大きく
変化した年でした。大学での教育・研究活動も大きな制約
を受ける中、3月に卒業生を研究室から送り出すことができ
ました。研究室の学生には満足のいく研究活動を提供でき
ませんでしたが、1人の学生から「 コロナの中であっても有
意義な時間が過ごせて感謝しています。」という内容の手
紙を受け取りました。何とか最低限のことはできたかなと
思っています。2021年度も無事、卒業生を送り出したいも
のです。
　さて、宇宙の研究では、国内外の研究者が協力し合い
ながら宇宙の謎の解明にあたっています。新型コロナはこ
の共同研究のやり方も変えました。これまで、研究打ち合
わせなどは対面で行うことが多かったのですが、遠隔会議
システムの普及により、研究室や自宅から情報を共有しな
がらの打ち合わせが可能となりました。最初こそ、リモート
に対して戸惑いがあったものの、今ではとても便利に感じ
ています。ただ、リモートの場合、移動時間がないために
分刻みでの会議の設定が可能となったことと、手軽である
こともあり、会議・打ち合わせの回数がグッと増えてしまっ
たような気がしています。1日に3回ということもあり、１日
会議がないと、忘れているのではないかと不安になること
もたまにあります。
　研究会等の開催も、リモートが導入され大きく変わりまし
た。資料を用いたリアルタイム形式の発表、アップロードし
た動画の視聴とslack等を使った質疑応答を組み合わせた
発表など、研究会をより良いものにするためにさまざまな試
行が行われています。なかなか付いていくのは難しいです
が、このような形式が身近なものになりつつあります。ただ、
研究会はいろいろな人と会って話ができるところが良いの
で、早くコロナ禍が終わることを願うばかりです。
　この他にも新型コロナでは、県や国を超えての移動の制
約から観測や実験場所に行けないといった影響が出ていま
す。その中で、私が進めている共同実 験の１つのXL-
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Caliburに必要な軌道放射光を用いたSPring-8実験は実施
可能でしたので、この実験について簡単に紹介します。
XL-Calibur実験は、来年、スウェーデン（ 瑞 ）から放球で
きるように日米瑞の国際共同研究で進められている気球実
験です。この気球実験は10キロ電子ボルト以上の硬X線帯
での偏光観測を目的としており、ブラックホール候補天体や
中性子星などの観測を行う予定です。偏光を高い有意性で
検出するには、光を集めて大きな信号を作る必要があり、
この役目を担うのが我々が開発した硬 X線望遠鏡です。こ
の望遠鏡は結像性能は高くないですが、軽量な上、過去
最大の集光能力を持っています。昨年度からその準備のた
めにSPring-8にて実験を行っており（ P3「 大学院生の活
動 」今村竜太さんの記事参照 ）、６月には性能評価試験
を実施する予定です。愛媛からはこの性能評価以外に望
遠鏡の温度制御のための熱計装を提供することになってい
ます。6月のSPring-8実験終了後に、１～２ヶ月かけて大阪
大学にて熱計装を行う予定になっています。Ｘ線偏光は検
出例が少なく難しい観測になりますが、この気球実験で複
数の天体から偏光を検出することで、新しい観測手段を手
に入れたことを示す
ことができます。順
調に進めば、来年
度末にはその成果
の速報をお伝えでき
るかもしれません。
　研究をはじめとし
た大学での活動は、
人との交流によって
進んでいく面もあり
ます。コロナ禍で交
流が制限されるの
は辛いですが、この
ような活動ができる
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気球実験XL-Claliburの概念図（Abarr+2021より
抜粋）X-ray・mirrorのところに日本から提供する望
遠鏡が設置される。このゴンドラは気球によってぶら
下げられるが、この図には気球が省略されている。
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　2020年10月4日から8日にかけて、オンライン国際研究会
“ Galaxy Formation and Evolution in the Era of the 
Nancy Grace Roman Space Telescope ”に参加しました。
ナンシー・グレース・ローマン宇宙望遠鏡（ 2020年5月に、
NASAの初代主任天文学者であるナンシー・グレース・ロー
マンにちなみ名前が決定されました ）は、2020年代半ばの
打ち上げを目指すNASAの広視野赤外線宇宙望遠鏡計画
です。この望遠鏡は可視光から近赤外線で超広域深宇宙
探査観測を行う計画で、日本も観測装置、すばる望遠鏡と
の連携等による参加を検討しています。ローマン宇宙望遠
鏡に期待されるサイエンスの一つが、遠方銀河の統計的研
究です。現在すばる望遠鏡に搭載された超広視野カメラ
Hyper Suprime-Cam （ HSC ）でも遠方銀河の大規模探
査が進められていますが、ローマン宇宙望遠鏡では更に深
く広く近赤外線まで観測が行われ、宇宙初期の銀河や銀
河の詳細な性質の統計的研究が期待されます。この研究
会ではローマン宇宙望遠鏡による遠方銀河研究に向けた
議 論 が 行 わ れ、 私 は“ Mid to far-Infrared view of 
protoclusters at z～4 ”というタイトルで、すばる望遠鏡
HSCによる可視光広域撮像観測データと赤外線アーカイブ
データを用いた約120億年前の遠方銀河高密度領域の研究
成果と展望について講演を行いました。　（ 久保真理子 ）

　2021年2月2日から5日にかけてオンラインで開催された本
研究会に参加しました。2014年から毎年シリーズで行われ
ており、銀河進化一般を議論する国内の研究会としては最
大のものでしたが、今年からは韓国・台湾など東アジア圏
の機関と共同開催する国際研究会となりました。10ヶ国か
ら約260名の参加者があり、興味深い講演や議論が繰り広
げられました。私は遠方クエーサー、巨大ブラックホールと
銀河の共進化について招待講演を頼まれており、遠方探査
の歴史から将来展望までと、共進化についての簡単な私見
をお話ししました。
　この分野の他の研究会でもそうですが、オンラインになっ
ても議論が不活発になることはないようで、むしろ参加者
数が増えることで多様な意見が交わされて良かったのでは
ないかという印象です。ただ対面ではない分、熱気のよう

Galaxy Formation and Evolution 
in the Era of the Nancy Grace 

Roman Space Telescope

ノルウェー科学技術大学との
オンライン交流会

020年12月23日から25日の3日間と2021年1月3日から
6日の4日間、三鷹の国立天文台ですばる望遠鏡に

よる分光観測に参加しました。すばる望遠鏡では2014年か
らHyper Suprime-Cam （ HSC ）を用いた大規模な撮像
サーベイが実施されています。今回参加した観測は、その
HSCデータからクエーサー候補天体を分光し宇宙最遠方
かつ低光度なクエーサーを発見するプロジェクトの一環とし
て行われたものでした。観測はプロジェクトを主導する松
岡良樹准教授によって行われ、私は観測天体を後日解析す
る際に必要な観測記録を作成する作業を行いました。私自
身、今回が初めての観測経験であり慣れないことも多かっ
たですが、観測の一連の流れを学べたことは今後研究活
動を行う上で大変有意義な経験となりました。特に今回は
探査観測であったため、いわゆる普通の観測とは少し流れ
が違いました。探査観測では、限られた時間内でできるだ
け多くの天体を分光することが目的となっています。観測で
はあらかじめ、分光する多くの候補天体のリストが用意さ
れていました。それら候補天体を分光天体を解析しながら、
天候や天体の位置（ 観測可能範囲に入る位置 ）や明るさ、
クエーサーである確率など多くの情報を短い時間で考慮し
ながら観測を遂行する必要がありました。4日間の観測で
は、途中装置の故障に見舞われながらも効率的な観測が
行われ、良い天候に恵まれたこともあり40天体以上の遠方
低光度クエーサーの発見に成功しました。コロナ禍で大変
な時期のリモート観測ではありましたが、それを忘れてしま
うような非常に楽しい観測を経験させてもらいました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 高橋歩美 ）

021年3月20日と21日にリモートで行われた、愛媛大
学とノルウェー科学技術大学（ NTNU ）との交流会

に参加しました。本来は理学部で開講されている科学コミュ
ニケーションIIBという授業の中で、海外協定校との交換
留学が予定されていました。しかし昨今の状況を鑑みて、
今年度はオンライン交換留学と称し、海外協定校の１校で
あるNTNUとリモートで大学の活動の様子や研究を紹介
し合うこととなりました。私は大学院で行われている研究
の紹介として、現在行っている銀河と超巨大ブラックホール
の共進化の研究についての報告を行いました。参加者のほ
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のも、支えてくださる方々のおかげです。本当に感謝しかあ
りません。また、次のニュースレターで報告できるように、
今後も活動していきたいと思います。　　　　（ 粟木久光 ）

なものが感じられなかったのは残念で、来年の本シリーズ
は通常開催されることを願っています。　　　（ 松岡良樹 ）

Galaxy Evolution Workshop 
2020

すばる望遠鏡観測
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SPring-8でのXL-Calibur搭載用
X線望遠鏡の反射鏡実験

020年12月8日から11日にかけて、兵庫県の播磨科
学公園都市にある大型放射光施設SPring-8で、硬

X線集光偏光計 XL-Calibur搭載用X線望遠鏡の反射鏡
の位置を焦点面での結像性能が最も良くなるように調整し
ました。XL-Caliburは2022年に気球で高度40 km上空ま
で打ち上げられる予定です。XL-Caliburは、光子の電場
の向きがどれだけそろっているか表す量である偏光度を測
定することが可能です。偏光度の測定により、磁場の向き
やブラックホール近傍の構造など、撮像や分光では分から
ないことが解明できるようになります。
　今回の実験は、ピエゾ素子を用いてアライメントバーの
位置をすこしだけ動かすことで反射鏡の位置を調整するも
のです。調整・X線画像の取得を繰り返し最良の性能にな
るまで行われます。写真中心部の何層にもなって見える部
分が反射鏡で、その面に垂直に取り付けられているものが
アライメントバーです。調整を行ったのは望遠鏡の1/4でし
たが終わるまでに4日かかるため、大変な作業なのだと知
ることができました。私は、学部生のときにXL-Caliburの
検出器について卒業研究を行いました。卒業研究ではX
線を当てる面を小さくすれば、すこしだけ検出器の性能が
良くなることが分かりました。しかし、今回の実験で、焦
点にX線を集める大変さを知る
ことができ、検出器を小さくす
れば、それだけ望遠鏡の位置
決めが難しくなることを知るい
い機会となりました。
　SPring-8では他大学の人たち
と一緒に実験を行えたこと、最
先端の研究に携われたことな
ど、今までに経験したことのな
い体験ができ有意義な4日間とな
りました。　　　　（ 今村竜太 ）
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とんどが分野外の院生や学部生であったため、銀河とは何
か、ブラックホールとは何かという簡単な説明から始まり、
これまで行われた観測やシミュレーションから予想されてい
る銀河の進化シナリオ、そして現在我々が行っている研究
の位置付けや結果について大まかに説明しました。英語で
の発表ということもあり、質疑応答には苦戦しましたが、
専門分野外の学生からの質問は新鮮なものに感じられまし
た。また、NTNUからは工学や生物学の分野の研究紹介、
学生生活の過ごし方などの発表がありました。学生生活の
過ごし方に関しては、研究とアルバイトの両立が難しいなど、
私自身共感できる点が多く面白かったです。馴染みのない
分野の学生には少し難しい内容があったかと思いますが、
２回生の間から両大学の研究に触れられる今回の企画は、
学部生にとって有意義なものになったのではないかと思い
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　（ 佐衛田祐弥 ）

　昨年は、コロナ禍のため鹿児島大学、熊本大学との三
大学連携観測実習を開催できませんでした。今年度も同じ
く観測実習は実施できませんでしたが、リモートでの三大
学合同解析実習を行うことができました。宇宙物理学コー
スとしては最後の年でしたが、何とかオンラインで一緒に
電波観測データを解析しました。データ解析自体が初めて
な上、オンラインでの実習は難しそうでしたが、各々苦労
して何とか解析することができました。
　一方、こちらもいつもは鹿児島大学で実施していた三大
学合同卒論・修論発表会もオンラインで実施することがで
きました。いつもながら多岐にわたる非常に面白い研究結
果をお互いに披露することができ、また、活発な議論を交
わすことができました。
　今回も、解析実習および合同発表会におきまして、鹿児
島大学および熊本大学の皆様に大変お世話になりました。
この場を借りてお礼申し上げます。　　　　（ 近藤光志 ）

宇宙物理学コース鹿児島大学・熊本大学
合同解析実習および合同発表会

XL-Calibur搭載用X線望遠鏡の
反射鏡

センター談話会

第130回

山中 郷史 氏（早稲田大学） 
CHORUS プロジェクトと電離光子脱出銀河の探査
10月22日（水）16:00～

第131回
水本 岬希 氏（京都大学白眉センター） 
AGN outflows: Where do they come from? 
What are they? Where are they going?
12月15日（火）16:00～
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＜2020年度学位論文リスト＞
宇宙大規模構造進化研究部門

<大学院博士後期課程>

　登口 暁：Optical properties of infrared-bright dust-obscured galaxies and discovery of blue-excess dust-obscured 

　　　　　 galaxies

<大学院博士前期課程>

　城 知磨：Unraveling the origin of ionized gas clouds in active galactic nuclei through spectroscopic analyses

　髙橋歩美：分光データに基づく最遠方クエーサーの種族推定

　玉田 望：An optical survey for counterparts of high-z damped Ly α absorbers

　米倉直紀：可視近赤外線撮像データを用いたz= 2.4 53W002 原始銀河団における大質量銀河のSED解析

<学部>

　大栗鷹也：すばる望遠鏡Hyper Suprime-Camが捉えた遠方クエーサー・銀河の形態広がり解析

　岡山愛永：COSMOS領域におけるz = 0.6–1.0の急激に星生成率が落ちた直後の銀河の形状について

　河野隼也：Sloan Digital Sky Surveyのスペクトルで明かすクエーサーと母銀河の関係

　河野若葉：近傍宇宙における銀河衝突の痕跡を探る

　鈴木一輝：COSMOS領域における、z＝0.8–1.0の空間分解した銀河のカラー分布についての研究

　鶴海達大：活動銀河核の金属量分布に基づく電離領域の起源の解明

　常盤 誉：COSMOS天域における0.6＜z＜1.0の星生成活動が急激に減少している銀河のクラスタリング

　福本遙香：時間軸測光観測で探るクエーサーの発現と消失

ブラックホール進化研究部門

<学部>

　益田大地：X線天文衛星「 Chandra 」を用いた超新星残骸カシオペア座Aの観測的研究

　蔵田一幸：高光度赤外線銀河NGC 6240のX線分光観測による輝線強度比の測定

　小⾕賢伸：ひとみ衛星を用いたペルセウス座銀河団の元素組成比とガス速度の測定

　田崎楓花：7 Ms Chandra Deep Field-South Surveyデータと近赤外線カタログとの比較

　久保実生：X線反射鏡の精密測定システムの開発

　榧木大修：軟X線で明るい巨大質量ブラックホールの選出とその性質

　全 将煥：軟X線で明るい巨大質量ブラックホールのX線スペクトル形状

　島田明⾳：X線と中間赤外線を用いた隠された活動銀河核の選出とその性質

　岩﨑雅大：銀河系内ブラックホール候補天体MAXI J0637−430のX線スペクトル変動の調査

　山口 徹：銀河系内ブラックホール候補天体Swift J1658.2−4242のX線スペクトル解析および天体質量の制限

　荒堀昂太：低光度の中性子星X線連星MAXI J1807+132のX線放射機構の研究

宇宙プラズマ環境研究部門

<大学院博士前期課程>

　藤村悠人：磁気流体計算による⾳速非対称磁気リコネクション発展の研究

　山西涼友：太陽コロナ三次元磁気流体シミュレーションと非線形フォースフリー磁場外挿計算

<学部>

　小松原啓：高速磁気再結合過程における高階微分粘性効果（ 磁場とエネルギー変換率 ）

　西村拓海：テアリング不安定性の磁気流体線形理論への粘性効果の導入

　氏原北斗：大規模フレア発生前の黒点間磁気フラックスの時間変動

　大高菜緒：活動領域11158における大規模フレア発生前の太陽黒点磁場変動
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　川田真由香：磁気圏探査機による非対称磁気リコネクション構造通過領域の同定

　黒川竜希：磁気流体計算による非対称磁気リコネクションにおけるリコネクションジェット構造の解明
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銭⾕誠司・三好隆博・近藤光志，「 プラズモイド磁気リコネクションのMHD計算と公開コード「 OpenMHD 」の開
発 」，2020年度太陽研連・太陽スペース研究シンポジウム, オンライン （ 2020年12月 ）
 
藤村悠人・近藤光志・新田伸也，「 磁気リコネクションジェットの成長と非対称度依存性 」，2020年度太陽研連・太
陽スペース研究シンポジウム, オンライン （ 2020年12月 ）
 
山西涼友・近藤光志・井上 諭・鳥海 森，「 黒点上空磁場のフォースフリー性の検証：MHD計算と外挿計算の比較 」， 
2020年度太陽研連・太陽スペース研究シンポジウム, オンライン （ 2020年12月 ）
 
清水 徹，「 テアリング不安定性の線形理論 」，令和２年 名古屋大学宇宙地球環境研究所 研究集会 ／ 第443回 生存圏
シンポジウム, オンライン （ 2021年3月 ）
 
近藤光志，「 昼側地球磁気圏における非対称磁気リコネクションの磁気流体的構造 」，令和２年 名古屋大学宇宙地球
環境研究所 研究集会 ／ 第443回 生存圏シンポジウム, オンライン （ 2021年3月 ）

招待講演

Matsuoka, Y., “ Observing cosmological evolution of quasars and the host galaxies ”, Galaxy Evolution Workshop 
2020, オンライン（ 2021年2月 ）

Kubo, M., Toshikawa, J., Kashikawa, N., Chiang, Y., Overzier, R., Uchiyama, H., Clements, D., Alexander, D., 
Matsuda, Y., Kodama, T., Ono, Y., Goto, T., Cheng, T., Ito, K., “ The average MIR-FIR properties of protoclusters at 
z～4 ”, “ Subaru Users Meeting FY2020 ”, オンライン（ 2021年3月 ）

松岡良樹, 「 G-REXによる遠方クエーサー探査 」, G-REXサイエンス検討会, オンライン（ 2021年3月 ）

Shidatsu, M., “ Understanding Disc Winds in X-ray Binaries ”, 43rd COSPAR Scientific Assembly, オンライン（ 2021年2月 ）

志達めぐみ, 「 X線観測とデータ取得の方法 」, 多波長研究のための観測データの使い方・見方, オンライン（ 2020年11月 ）

研究機関におけるセミナー

久保真理子, “ Multi-wavelength view of galaxies/AGNs in protoclusters - detailed case studies and statistical studies - ”, 
東北大学天文学教室談話会 （ 2020年10月 ） 

一般講演会・講話等

鍛冶澤賢,  「 銀河の世界 」, コミュニティ・カレッジ「 自然・科学講座 」, 愛媛県生涯学習センター（ 2020年10月 ）

長尾 透,  「 私たちが住む銀河とその中心に潜む巨大ブラックホール 」, 第50回サイエンスカフェ in SAGA, 佐賀県立
宇宙科学館「 ゆめぎんが 」（ 2020年11月 ）

長尾 透, 「 私たちが住む銀河とその中心に潜む巨大ブラックホール 」, 熊本博物館天文講演会, 熊本博物館（ 2020年11月 ）

マスコミ等への貢献

長尾 透, 「 ＳＮＳこちら編集局「 それ、調べます 」くまＴＯＭＯ編：ブラックホールの最後は？ 」,  「 星空ゆうえんち 」, 
熊本日日新聞（ 2020年12月 ）


